
！44

ヤ
ー
キ
ー
ス
天
文
毫
の
現
況

山
　
本

一

清

　
　
　
四
十
吋
の
活
躍

　
ヤ
ー
キ
ー
ス
天
文
毫
の
由
比
や
、
望
遠
鏡
や
諸
設
備
等
は
．
別
の
文

（
フ
ロ
ス
ト
教
授
－
ご
自
分
ミ
の
共
著
の
）
に
精
し
く
書
い
て
お
き
ま
し
た

今
こ
、
で
は
」
此
の
天
文
墓
が
現
今
如
何
に
活
躍
し
て
み
る
か
噌
こ
い
ふ

欺
況
を
か
き
ま
す
。

　
例
の
四
＋
吋
の
大
望
遽
鏡
ー
ー
あ
の
大
き
な
硝
子
材
が
与
り
物
に
出

費
が
爲
に
、
だ
ん
ぐ
，
こ
話
が
持
ち
上
が
り
、
燧
に
ヤ
ー
キ
ー
ス
氏
の

寄
附
ご
い
ふ
こ
ε
で
話
が
ま
ミ
ま
っ
た
結
果
，
此
の
す
ば
ら
し
い
天
文

墓
の
建
設
ε
い
ふ
こ
く
」
に
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
あ
の
望
蓮
鏡

の
筒
先
に
あ
る
レ
ン
ズ
こ
そ
此
の
天
文
肇
全
聖
の
中
心
で
な
く
て
は
な

の
ま
せ
ん
。
此
の
四
十
吋
望
遠
鏡
を
一
名
ヤ
ー
キ
ー
ス
望
遠
鏡
ε
も
言

ひ
ま
す
。
當
天
文
皇
で
此
の
四
＋
吋
の
如
何
に
頻
繁
に
、
叉
、
如
何
に

有
効
に
用
ゐ
ら
れ
る
か
ミ
い
ふ
こ
ミ
は
、
ま
こ
、
こ
に
驚
く
ほ
曹
で
あ
り

ま
す
。
例
へ
ば
、
今
此
の
四
十
吋
が
主
に
活
動
す
る
方
面
を
列
記
し
ま

す
ピ
。

　
（
叫
）
週
に
十
回
、
日
浸
後
ミ
夜
明
前
に
、
恒
星
視
差
測
定
の
た
め
の

　
　
認
可
眞
が
撮
影
さ
れ
ま
す
。
曲
れ
は
一
九
〇
三
i
四
年
頃
、
今
の
エ

（
一
四
）

　
ー
ル
大
學
天
文
塁
長
シ
「
レ
ー
シ
ン
ジ
ヤ
ー
氏
が
當
天
文
皇
に
み
た

　
時
、
視
差
測
定
に
爲
眞
術
を
磨
用
す
る
計
薔
を
立
て
、
こ
の
四
十

　
吋
望
遠
鏡
の
焦
鮎
の
長
い
の
を
利
用
し
て
、
試
験
し
た
結
果
、
美

　
事
に
そ
れ
が
成
功
し
、
覗
差
測
定
上
に
一
新
時
期
を
盤
圃
し
ま
し
た

　
そ
れ
以
來
今
日
も
引
き
つ
穿
き
此
の
観
測
が
行
は
れ
て
る
ま
す
。

　
今
は
他
に
七
八
ケ
所
の
天
文
皇
で
翌
翌
税
差
法
を
實
肥
し
て
ゐ
ま

　
す
が
、
さ
う
し
て
も
此
の
四
十
吋
の
観
測
は
歴
史
付
き
で
も
あ
り

　
器
械
も
好
い
の
で
、
世
界
中
の
天
文
聖
者
が
其
の
結
果
を
待
っ
て

　
ゐ
ま
す
Q
現
今
は
プ
ン
。
ピ
ー
ス
ブ
ル
ッ
ク
氏
S
り
i
氏
ミ
か
交

　
互
に
著
れ
を
や
っ
て
ゐ
ま
す
。

（
二
）
二
重
星
の
観
測
、
写
れ
は
創
立
以
來
、
バ
ー
ナ
ム
教
授
が
主
－
こ

　
し
て
や
っ
て
ゐ
ま
し
た
が
、
同
教
授
が
退
隠
さ
れ
て
か
ら
，
ブ
ン
。

　
ピ
ー
ス
ブ
ル
ッ
ク
氏
か
後
刷
者
ミ
し
て
や
っ
て
ゐ
ま
す
。
李
均
週

　
二
回
、
夜
爪
を
選
ん
で
観
測
さ
れ
ま
す
。
バ
ー
ナ
ム
氏
は
い
ろ
ん

　
な
二
重
星
を
測
定
し
ま
し
弛
が
、
ブ
ン
・
ピ
ー
ス
ブ
ル
ッ
ク
氏
は
主

　
に
ハ
ッ
セ
イ
氏
の
獲
黙
し
た
近
距
離
の
星
を
嘗
て
つ
み
ら
れ
ま
す

　
此
の
仕
事
も
亦
、
四
十
吋
青
磁
鏡
の
武
石
の
長
い
こ
ε
、
そ
れ
に

　
レ
ン
ズ
の
與
へ
る
星
像
の
立
派
な
こ
・
こ
、
及
び
察
氣
の
好
い
こ
「
こ

　
の
た
め
に
、
世
界
的
に
重
ん
ぜ
ら
れ
て
る
ま
す
。

（
三
）
バ
ー
ナ
ー
ド
教
授
の
測
微
観
測
、
バ
ー
ナ
ー
ド
氏
は
週
に
二
回

　
い
つ
も
下
士
四
時
間
ぶ
つ
通
し
に
、
星
團
星
や
彗
星
な
，
こ
の
位
置
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を
測
ら
れ
、
又
、
特
に
シ
リ
ウ
ス
の
如
き
注
意
す
べ
き
二
重
星
を

　
観
測
し
て
ゐ
ら
れ
ま
し
た
が
価
先
日
死
な
れ
て
か
ち
、
未
だ
此
の

　
方
面
の
後
糠
者
は
き
ま
っ
て
ゐ
ま
せ
ん
。

（
四
）
光
度
研
究
，
之
れ
は
パ
ー
ク
ハ
ー
ス
ト
教
授
の
主
な
仕
事
で
、

　
同
氏
が
眼
覗
的
に
十
五
六
等
級
ま
で
の
標
准
光
度
を
測
定
し
た
の

　
は
十
年
も
前
の
こ
ε
で
す
、
繁
れ
は
四
十
吋
レ
ン
ズ
の
集
光
力
が

　
張
い
た
め
、
非
常
な
微
光
星
衷
で
も
見
え
る
の
を
利
用
し
て
行
は

　
れ
た
の
で
、
此
等
の
鮎
で
は
何
ミ
言
っ
て
四
十
吋
は
世
界
第
日
で

　
あ
り
ま
す
。
近
頃
は
同
教
授
は
爲
眞
光
度
の
研
究
を
せ
ら
れ
、
之

　
れ
に
私
も
加
は
つ
て
ゐ
ま
す
。
昨
年
末
ま
で
は
週
に
「
回
で
あ
り

　
ま
し
た
が
、
今
年
に
な
っ
て
か
ら
は
三
回
に
心
し
ま
し
た
。
爲
眞

　
に
適
し
な
い
夜
に
は
私
が
專
ら
攣
光
星
の
眼
視
観
測
を
や
っ
て
ゐ

　
ま
す
。

（
五
）
分
光
観
測
，
こ
れ
は
週
に
二
心
、
い
つ
れ
も
全
県
を
通
じ
て
行

　
は
れ
ま
す
Q
以
前
は
皇
長
フ
ロ
ス
ト
氏
か
や
っ
て
ゐ
ら
れ
ま
し
た

　
が
、
近
頃
は
フ
ロ
ス
ト
氏
失
明
の
た
め
、
若
い
ス
ト
ル
ー
フ
エ
氏

　
が
代
っ
て
や
っ
て
ゐ
ま
す
。
望
遠
鏡
の
接
眼
部
に
例
の
ラ
ム
フ
オ

　
ー
ド
分
光
爲
眞
器
を
・
こ
り
つ
け
、
主
に
分
光
連
星
や
愛
光
星
の
観

　
測
が
行
は
れ
ま
す
。
此
の
春
か
ら
私
も
罷
れ
を
観
測
す
る
筈
で
あ

　
り
ま
“
o

（
六
）
以
上
は
皆
夜
間
の
観
測
で
あ
り
ま
す
が
、
世
間
に
は
太
陽
の
分

　
　
光
参
眞
が
撮
影
さ
れ
ま
す
。
主
に
リ
i
氏
の
仕
事
で
、
や
は
り
此

　
　
の
天
文
毫
創
立
以
來
の
番
謡
事
業
で
す
。
時
々
私
も
手
助
け
に
行

　
　
き
ま
す
。

　
右
の
や
う
な
わ
け
で
、
輩
蝋
の
望
遠
鏡
が
、
間
断
な
く
、
六
方
面
の

観
測
に
用
ゐ
ら
れ
て
る
る
ε
い
ふ
こ
ε
は
、
全
く
他
に
比
類
の
な
い
活

躍
振
り
で
あ
り
ま
す
。
器
械
か
大
き
い
か
ら
食
れ
だ
け
に
働
け
る
の
だ

ε
も
言
へ
ま
す
が
、
ご
に
か
く
偉
い
も
の
で
す
。
要
す
る
に
ヤ
ー
キ
ー

ス
天
文
塵
は
「
四
十
吋
」
の
天
文
皇
で
、
四
十
吋
が
全
能
で
あ
の
、
豪
員

は
悉
く
、
此
の
四
十
吋
で
何
等
か
の
観
測
を
す
る
業
務
ε
世
利
ぐ
」
。
か
あ

り
ま
す
。
四
十
吋
は
皇
員
全
龍
の
も
の
「
三
章
全
龍
は
四
＋
吋
の
も
の
」

ご
も
言
へ
ま
す
。
室
が
少
し
で
も
晴
れ
て
み
れ
ば
ー
ー
聲
で
も
夜
で
も

ー
ー
四
十
吋
の
使
は
れ
て
る
な
い
時
間
は
一
分
間
も
あ
り
ま
せ
ん
。
人

々
は
「
忙
し
い
四
十
吋
」
ε
呼
ん
で
ゐ
ま
す
。
毎
月
の
氣
象
報
告
に
、
晴

室
時
間
何
時
間
－
こ
書
か
な
い
で
、
「
四
十
吋
の
使
用
時
間
何
程
」
ε
し
て

報
告
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
二
十
四
吋
反
射
鏡

　
二
十
四
吋
は
好
い
器
械
で
す
。
當
天
文
肇
の
工
場
で
作
つ
些
，
手
製
」

の
器
械
で
は
あ
り
ま
す
が
、
實
に
堂
々
た
る
も
の
で
、
や
は
の
多
忙
な

器
械
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。
專
ら
翠
黛
撮
影
に
用
ゐ
ら
れ
ま
・
9
か
、
焦

貼
が
短
か
い
割
合
に
口
径
が
大
き
い
た
め
，
非
常
な
微
光
星
ま
で
ム
撮

影
が
容
易
で
あ
り
ま
す
。
昨
年
末
、
私
が
之
れ
の
集
光
力
を
試
験
し
ま

（
一
五
）
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し
た
ε
こ
ろ
か
、
一
時
間
の
曝
．
露
で
爲
眞
光
度
＋
八
等
級
の
星
ま
で
撮

影
さ
れ
ま
し
た
。
目
下
此
の
器
械
は
ブ
》
ピ
ー
ス
ブ
ル
ッ
ク
教
授
ざ
ス

ト
ル
ー
フ
エ
氏
ミ
が
微
光
（
十
四
等
以
下
）
の
小
遊
星
を
観
測
し
て
ゐ
ら

れ
ま
す
が
、
其
の
他
，
週
に
二
回
、
パ
ー
ク
ハ
ー
ス
ト
教
授
－
こ
私
－
こ
が

爲
眞
光
度
の
研
究
を
し
て
ゐ
ま
す
し
、
叉
、
週
に
三
回
、
私
だ
け
が
星

雲
や
憂
光
星
の
撮
影
を
や
り
ま
す
。

　
　
　
十
二
吋
望
還
鏡

　
之
れ
は
へ
ー
ル
氏
の
寄
附
品
で
、
ク
ン
ウ
ッ
ド
天
文
毫
以
來
の
も
の

で
す
か
ら
、
古
い
煽
こ
い
へ
ば
古
い
器
械
で
す
が
、
實
効
力
は
や
は
り
大

し
た
も
の
で
す
。
昨
年
末
ま
で
は
、
バ
ー
ナ
ー
ド
氏
や
ゾ
ン
ビ
ー
ス
ブ

ル
ツ
ク
氏
が
彗
星
の
観
測
を
し
た
り
、
パ
ー
ク
ハ
ー
ス
ト
氏
が
眼
視
光

度
の
観
測
を
し
繋
り
せ
ら
れ
た
様
子
で
す
が
、
私
が
到
着
後
は
、
圭
－
こ

し
て
私
が
憂
光
星
や
二
重
星
の
観
測
を
や
っ
て
ゐ
ま
す
。
今
年
に
な
っ

て
か
ら
は
私
は
黄
色
板
を
置
い
て
正
色
爲
眞
を
撮
る
こ
ミ
が
出
蹴
る
や

う
に
し
、
主
に
二
重
星
の
爲
眞
法
を
．
研
究
し
て
ゐ
ま
す
が
、
時
々
は
月

や
遊
星
の
幾
多
も
撮
り
ま
す
。
又
、
軒
間
は
太
陽
の
直
接
爲
眞
を
撮
り

ま
す
。
之
れ
は
長
い
前
か
ら
ミ
ス
。
カ
ル
ヴ
ァ
ト
が
や
っ
て
ゐ
ら
れ
ま

し
た
が
昨
年
末
か
ら
私
が
引
き
受
け
ま
し
た
。

　
　
　
ブ
ル
ー
ス
爲
男
茎

　
此
の
機
械
は
据
付
の
始
め
か
ら
、
專
ら
バ
ー
ナ
ー
ド
教
授
だ
け
が
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ほ
も
の

み
、
天
の
河
や
彗
星
な
さ
の
「
大
物
し
ば
か
り
を
撮
影
し
て
ゐ
ら
れ
ま
し

（
＝
ハ
）

た
。
し
か
し
、
昨
年
末
、
中
村
彗
星
が
出
現
し
た
機
會
に
、
特
別
な
厚

意
を
以
っ
て
、
同
教
授
が
私
に
勝
れ
の
使
用
を
許
さ
れ
た
の
が
縁
に
な

の
，
今
年
始
め
、
同
教
授
が
病
床
に
就
か
れ
て
か
ら
は
あ
一
こ
は
、
全
く

使
用
構
が
私
に
委
任
さ
れ
弛
形
に
な
り
ま
し
た
。
「
そ
れ
は
今
ま
で
誰
も

得
な
か
っ
た
幸
幅
で
す
」
。
入
は
皆
か
う
言
っ
て
く
れ
ま
す
。
私
は
此
の

有
力
な
ブ
ル
ー
ス
を
用
み
て
、
や
は
の
「
大
物
」
を
観
測
し
て
ゐ
ま
す
が

今
後
は
極
微
光
小
遊
星
の
統
計
的
観
測
－
こ
噌
黒
物
質
の
捜
索
を
し
た
い

ミ
思
ひ
ま
す
。
此
の
器
械
は
私
が
、
月
さ
へ
無
け
れ
ば
毎
夜
使
用
し
ま

す
。　
　
　
其
　
の
　
他

　
ツ
ァ
イ
ス
暗
箱
は
、
パ
ー
ク
ハ
ー
ス
ト
教
授
多
忙
の
た
め
、
今
迄
は

使
用
さ
れ
て
る
ま
せ
ん
で
し
た
。
＝
山
週
間
前
か
ら
私
か
攣
光
星
の
ス

ペ
ク
ト
ル
を
逸
れ
で
撮
影
し
て
ゐ
ま
す
。
屋
上
の
太
陽
鏡
も
人
が
無
い

た
め
使
は
れ
ま
せ
ん
。

　
現
今
、
當
天
文
壼
の
活
動
の
た
め
に
、
見
す
く
，
大
損
害
を
蒙
っ

て
み
る
の
は
壼
長
フ
ロ
ス
ト
教
授
の
失
明
噛
こ
い
∴
こ
ミ
で
あ
り
ま
す
。

同
氏
は
以
前
か
ら
爾
眼
を
損
し
て
居
ら
れ
ま
し
た
が
、
昨
年
の
夏
、
全

く
失
明
し
て
、
盲
目
に
な
っ
て
了
は
れ
ま
し
牝
。
自
分
で
は
今
で
も

「
手
術
を
受
け
て
税
力
を
回
復
す
る
の
だ
」
－
こ
言
っ
て
居
ら
れ
ま
す
が
、

人
々
の
評
判
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
大
に
困
難
だ
ら
う
ε
の
こ
ε
で
す
。

此
の
事
情
の
た
め
、
健
康
な
ら
ば
、
同
教
授
が
專
ら
使
用
せ
ら
れ
る
筈
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の
地
下
室
の
大
物
理
實
験
室
く
」
其
の
立
派
な
設
備
は
全
く
今
使
は
れ
す

に
あ
り
ま
す
。
勿
論
、
肇
長
は
侮
日
杖
を
た
よ
り
ε
し
て
天
文
皇
に
出

勤
し
て
は
み
ら
れ
ま
す
が
、
観
測
は
出
來
す
、
只
天
文
皇
管
理
上
の
諸

種
の
事
務
を
見
，
外
客
に
接
す
る
こ
・
こ
、
そ
れ
か
ら
，
そ
れ
ぐ
の
問

題
に
慮
じ
て
肇
員
一
同
を
指
導
す
・
る
こ
一
こ
を
や
っ
て
ゐ
ら
れ
ま
す
。
叉

暇
が
あ
れ
ば
秘
書
に
新
刊
の
書
物
や
研
究
報
告
を
讃
ま
せ
て
熱
心
に
聞

い
て
ゐ
ら
れ
ま
す
。
記
憶
力
の
善
い
こ
一
こ
は
驚
く
ば
か
り
で
、
天
文
智

識
の
生
き
字
引
の
観
が
あ
り
ま
す
。

　
當
天
文
皇
の
状
況
は
大
賢
右
の
通
り
で
す
。
私
は
昨
年
十
月
中
旬
に

來
た
新
参
者
で
あ
り
ま
す
が
、
署
員
一
同
の
厚
意
ε
、
特
別
に
都
合
の

好
か
っ
た
た
め
に
、
今
は
天
文
峯
中
の
最
も
恵
ま
れ
た
者
に
な
っ
て
ゐ

ま
す
。
四
＋
吋
は
言
ふ
に
及
ぱ
す
、
二
＋
四
吋
も
＋
二
士
、
加
之
，
ブ

ル
ー
ス
や
ツ
ァ
イ
ス
カ
メ
ラ
ま
で
も
自
由
に
使
用
す
る
こ
ε
が
許
さ
れ

て
あ
る
の
は
、
多
分
冷
ま
で
誰
も
享
受
し
な
か
っ
た
ε
こ
ろ
で
あ
る
ε

思
ひ
ま
す
。
そ
の
た
め
，
多
忙
は
多
忙
で
す
。
塞
が
晴
れ
さ
へ
す
れ
ば

殆
ん
δ
徹
夜
の
も
績
け
で
す
。
し
か
し
氣
候
は
好
し
、
指
導
者
は
好
し

器
械
は
好
し
、
好
い
こ
ε
づ
く
め
で
．
此
の
上
な
く
愉
快
に
日
を
途
っ

て
ゐ
ま
す
。
日
本
へ
鋸
る
ま
で
に
何
等
か
の
土
産
が
出
慮
れ
ば
好
い
ε

思
っ
て
ゐ
ま
す
。
（
一
九
二
三
、
二
、
二
八
記
）

バ
ー
ナ
ー
ド
氏
の
こ
ご
．
ε
も
◎

　
（
コ
）
天
文
學
者
た
る
彼
ご
苗
齢
議
見
　
そ
の
一

眠
に
天
交
婁
者
の
画
歴
に
入
る
。
登
見
鳳
護
見
に
り
を

　
我
等
は
既
に
前
號
に
於
て
S
・
W
バ
ー
ナ
ム
氏
に
よ
の
、
バ
ー
ナ
ー

ド
氏
の
初
期
の
生
涯
に
つ
い
て
記
し
た
。
本
號
に
於
て
倫
も
バ
ー
ナ
ム

氏
に
よ
り
て
バ
ー
ナ
ー
ド
氏
の
生
涯
く
』
事
業
ミ
に
つ
い
て
語
ら
ん
ぐ
〕
欲

す
る
。
事
は
概
ね
彼
の
學
究
－
こ
諸
議
見
に
係
は
る
Q

　
一
八
八
一
年
バ
ー
ナ
ー
ド
氏
は
彼
の
五
吋
望
遠
鏡
で
新
し
い
彗
星
を

捜
索
…
し
始
め
た
。
そ
し
て
忽
ち
天
文
…
學
的
の
事
業
に
於
て
、
第
六
彗
星

（
O
o
目
①
魯
く
H
）
「
こ
し
て
有
名
な
彗
星
を
嚢
幸
し
喪
。
之
に
直
ぐ
引
き
轟
い

て
一
八
八
二
年
第
三
彗
星
（
昌
H
回
O
Q
O
Q
い
）
而
し
て
翌
年
一
八
八
四
年
第
二

彗
星
（
昌
回
。
。
。
。
轟
短
週
期
五
、
四
年
の
彗
星
）
．
が
嚢
見
さ
れ
た
。
翌
一
八

八
五
年
に
は
二
個
の
新
彗
星
を
、
、
嚇
八
八
六
年
に
は
剛
個
を
、
鳳
八
八

七
年
に
は
夏
に
三
個
を
鉱
主
さ
れ
た
。
此
の
方
面
の
仕
事
を
創
め
て
か

ら
彼
は
殆
か
苺
年
是
等
奇
怪
な
天
の
訪
問
者
を
一
つ
叉
は
そ
れ
以
上
三

見
し
た
の
で
あ
る
。
一
八
八
六
年
分
十
月
か
ら
翌
一
八
八
七
年
五
月
迄

の
六
ケ
月
間
に
彼
は
四
個
の
新
彗
星
を
嚢
負
し
た
。
彼
は
一
八
九
画
年

度
の
凡
て
の
彗
星
を
嚢
鳴
し
た
。
是
等
0
2
多
く
は
其
週
期
的
蹄
還
ε
太

陽
に
接
近
す
る
時
、
叉
太
陽
か
ら
引
き
退
く
時
の
蓮
動
の
特
長
の
た
め

に
普
通
琢
上
に
興
味
あ
る
も
の
な
る
事
が
謹
明
さ
れ
た
。

（
｝
七
）


